
１　施設の概要

２　類似施設・近隣施設

主な施設内容
（定員等）

○敷地面積 4,000 ㎡
○建築面積 998.61㎡
○建物延面積 1,446.00㎡
○建物の構造
・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造（地下1階、地上2階建て､機械棟1棟）
○施設の内容
･1階:展示ﾌﾛｱｰ(二重回遊水槽等) 562.29㎡
･2階:学習ﾌﾛｱｰ(ｼｱﾀｰﾎｰﾙ等) 736.62㎡
　　　 事務室､機械室､倉庫等 428.64㎡

主な業務内容

(1)利用の承認に関する業務
(2)施設及び設備器具の維持保全に関する業務
(3)水産動植物の飼養栽培及び展示に関する業務
(4)水産動植物に関する講習会及び催しの実施に関する業務

名称
施設内容
利用状況等

指定管理者 株式会社桔梗屋

設置根拠
（法律、条例等）

山梨県立富士湧水の里水族館設置及び管理条例

設置目的
　県民に魚とのふれあいの場を提供することにより、自然保護に対する理解を深
め、併せて内水面漁業の振興に資する。

指定管理者施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート（平成28年度事業分）

施設名 山梨県立富士湧水の里水族館 所管課 農政部　花き農水産課

所在地 南都留郡忍野村忍草3098-1
設置年月日

（改築年月日等）
平成13年4月25日
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３　利用状況 単位：人、％

４　指定管理業務の収支状況

5,622,141 5,100,000
75,128,911 76,059,000

5,152,722 4,600,000
74,775,162 75,167,000

平成27年度
平成28年度
（計画値）

平成28年度
（実績値）

平成29年度
（計画値）

39,145,440 39,420,000 38,359,770 39,128,000
30,477,000 31,147,000 31,147,000

103,490

41,37837,502 39,909

105,985103,893

48,193,521 39,588,052

17,149
19.1% 17.6% 18.7% 12.5%

13,963,912 9,500,000
74,734,619 76,041,851

394,292

13,880,560 13,202,852
72,863,189 75,160,606

49,140,000 51,333,052

外部委託比率（B÷C)
利用者一人当たりの経費 208.9 213.3 215.0 218.0

収支差額（A-C) 1,911,973 6,394

146,000 146,000

利
用
者
数

入館者数

支
　
出

県への納付金
管理運営費
うち外部委託費（B)
支出合計（C)

103.2% 102.5%

平成24年度実績の年度ごとに1.2%増（平成26年度からの指定管理者への
応募時の目標値）ただし、前年の実績が目標値を下回った場合は、前年
の目標値を継続。

457人/日

施設利用料
指定管理者委託料

収入合計（A)
26,541,098

平成27年度 平成28年度
平成29年度
（目標値）

平成26年度

141,395

146,000

443人/日

事業参加者数

収
　
入

人件費 23,723,189 23,827,554

144,868

146,000

利用者数合計

目標値

目標値設定の考え
方及びその理由

対26年度比

利用率

26,953,799

31,831,000

単位：円、％

145,894

458人/日

その他
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５　利用者満足度

単位：％

利用者の意見
への対応

【施設・設備】
・修繕が必要な箇所については、検討を行った上で速やかに修繕するよう取り組ん
でいる。但し、金額が大きい修繕については緊急性等を考慮し、計画的な修繕に
努める。
【企画事業】
・平成２９年1月に新たな両生類コーナーを設置し、来館者の希望に応えた。また、
アンケートの意見をできるだけ速やかに業務運営に反映し、利用者に満足してもら
えるような施設運営に努めている。
・飼育員の技能向上に努めながら丁寧な水槽管理を心がけ、来館者がより楽しめる
展示、イベントづくりに努めていく。

1.3%

②入館料

①開館日、開園時間

利用者の意見

【施設・設備】
・故障部分は早く直してほしい。
・調整中のものが多かった。
【企画事業】
・イモリを楽しみに来館したのに展示されておらずとても残念だった。イベントがある
時でも展示してほしい。
・ヒレが傷んでいる魚がいた。

⑤展示魚の数や状態 66.2% 24.7% 6.4% 2.7%

⑥シアターの満足度 56.9% 30.2% 7.8% 5.1%

⑦スタッフの態度 64.4% 28.9% 3.6% 3.1%

⑧イベント満足度 62.3%

施設全般の満足度 72.7% 23.6% 2.4% 1.3%

③館内の清潔さ 72.1% 23.8% 2.5% 1.6%

④設備などの充実度 62.9% 29.1% 5.5% 2.5%

28.7% 5.5%

66.9% 23.1% 6.2% 3.8%

不満

77.8% 18.5% 2.4%

どちらかといえば
不満

実施方法等

実施時期：平成28年4月～平成29年3月
実施方法：入館者へのアンケート
回答数：550人

調査項目 満足
どちらかといえば

満足

3.5%
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６　評価結果

収支状況

　平成28年度の利用料金収入は、入館者
数の減少はあったが、商品売上増加で前
年度比100.47％であった。
　年度途中で1名の増員となったため人件
費が増加した。また、展示スペース増加に
伴い物品購入が増えたことが影響して全
支出が102.42％と増加した。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

維持管理業務

　人員の1名増については、展示生物の
維持管理業務及びイベントの増加に伴
う必要な措置であり、収支を踏まえた上
でも妥当である。
　引き続き、魅力あるイベントを開催しつ
つ、経費縮減に努めること。

運営業務

　業務計画書に基づき、適正に業務を執
行した。
　実施した事業は、概ね好評であった。

　展示されている種類数については、県
営時の水準以上を維持しており、概ね
計画どおり実施されていた。
　引き続き、利用者の要望に対応できる
ような展示や事業の一層の充実を図っ
ていくこと。

利用状況

　来館者数は目標の146,000人に対し
99.22％の144,868人で平成27年度に比
べて0.7％減少した。
　昨年度は降雪が一昨年度に比べ多く冬
季来館者数が減少した。引き続き、来館
者の年齢層や客層に合わせた展示、イベ
ントを行って来館者の増加に繋げていく。

　希少種の展示や多様なイベントの開
催により集客の努力をしていた。入館者
数は前年に比べて減少したものの、目
標値の９９％以上と概ね計画に近い値と
なった。
　今後は目標を達成するため、アンケー
ト等を参考に分析を行い、集客増につ
ながるようなイベントの実施やＰＲ方法に
ついても検討すること。

自主事業

　移動水族館等を計画どおり実施した。 　計画どおり適正に実施されていた。収
益は低いが、地域への貢献や広報活動
の一環として事業は評価できる。
　引き続き、県民ニーズの高い事業を実
施すること。

利用者満足度

　アンケートの結果は、満足、どちらかとい
えば満足が96.3％であった。意見につい
ては、できるだけ速やかに業務運営に反
映し、利用者に満足してもらえるような施
設運営に努めている。

　利用者満足度は高く、指定管理者の
努力は評価できる。
　引き続き、高い利用者満足度を得られ
るよう努力すること。

　清掃業務、設備保守点検を計画どおり
に実施した。
　保安・警備業務は隣接する「森の学習
館」（忍野村の施設）と共同実施した。
　経年劣化により修繕が必要な箇所は速
やかに修繕し、利用者の利便性維持に努
めた。

　館内清掃や施設の保守などは計画ど
おり行われた。利用者の集中する時期
は駐車場整理員を配置し誘導するなど
利用者の利便性に配慮していた。
　修繕の必要な箇所は発生後速やかに
対応していた。
　引き続き、利用者の安全性と利便性を
維持できるよう努めること。
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施設所管課の
指導事項に対す
る指定管理者の
対応状況

　修繕が必要な箇所については、県と協議する中で適切かつ速やかに対応した。
　来館者数を増やすためにアンケートの結果やこれまでの経験を踏まえ、魅力ある
展示やイベントの開催に努めた。

運営目標の達
成状況

　平成28年度の入館者数は144,868人で、貝類の展示や淡水魚、爬虫類等の生態
を観察できる企画展など、多様な催しによる集客に努めたが、目標値とした146,000
人には1,132人届かなかった。また、平成27年度と比べ1,026人の減少となった。 こ
れは、降雪が前年度に比べて多かったことが要因と考えられる。
　展示生物の維持管理業務及びイベントの増加に伴い、人員を1名増員した。その
結果、利用者満足度は「満足」又は「どちらかといえば満足」の合計が96.3％となり、
全体的な満足度の向上につながった。
　平成28年度はエサやり体験、貝殻工作、バックヤード体験、チョウザメタッチング、
アユのぼり、ミステリータッチング、お魚採集ウォッチング等、年間約300件のイベント
を実施した。

施設所管課によ
る総合的な評価
及び指導事項

　施設管理・運営業務等については、業務計画書に基づき適正に実施されてい
た。
　来館者数は前年比0.7%と減少したものの、目標値の99％と目標に迫る値となっ
た。
　経年劣化による機器の故障などによる修繕が今後も必要になると考えられるが、
対応については県と協議をしながら優先順位を決めて計画的に修繕すること。
　利用者満足度の向上を図り来館者数を増やすため、引き続き工夫した展示やイ
ベントの開催に努めていくこと。
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７　管理体制（組織図）

平成２８年４月１日現在

1 人

1 人

1 人

4 人

3 人

人

2 人

12 人

館長 1

副館長 1

施設管理部
長

1

企画室係長

製造部係長

1

1

財務部係長 1

2
一般職員
（水槽設備
管理担当）

係長

一般職員

非常勤職員

臨時職員

合計

臨時職員
（総務・講習
管理担当）

2 飼育係長 1

館長

副館長

部長

一般職員
（施設、淡水
魚管理担当）

1
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